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ジュース加工を強化 

フェイスブック：青山豊（yutakaaoyama）

横
手
版
「
防
災
玉
島
を
養
撥
へ

高
橋
大
市
長
は
初
日
の
2
月
2
7
日
、
施
政
方

針
で
「
日
本
蛎
災
士
機
構
が
認
定
し
た
（
蛎
災
士
）

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
横
手

の
特
性
や
実
情
に
合
致
し
た
横
手
版
（
陳
災
士
）

養
成
教
育
制
度
の
創
設
を
検
討
す
る
」
と
表
明

し
ま
し
た
。

大
規
模
な
自
然
災
害
の
頻
発
に
よ
り
、
地
域

防
災
力
向
上
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
で
、
横
手

市
と
し
て
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る

大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

「
防
災
士
」
　
に
関
し
て
は
、
昨
年
6
月
定
例
会

に
お
い
て
、
青

山
ゆ
た
か
が
そ

の
意
義
や
必
要

性
に
つ
い
て
一

般
質
問
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

動
き
に
注
目
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す

「
擾
含
化
」
と

「
市
民
参
抑
」
を
提
書

公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

「
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
は
最
終
日
の
3
月
2
2
日
、
本
会
議
に
お
い
て
佐

藤
清
春
委
員
長
が
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
委
員
会
が
共
有
し
た
方
向
性
と
し
て
、

市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
「
大
型
施

設
の
複
合
化
」
、
公
共
施
設
の
両
配
置
を
〃
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
出
発
点
〟
と
捉
え
、
一
体
と
な
っ
た

計
画
推
進
を
図
る
た
め
の
「
市
民
参
加
の
仕
組
み
づ

く
り
」
を
挙
げ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
方
向
性
の
も
と
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
を

含
め
た
公
有
財
産
に
つ
い
て
の
議
論
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ヨ
ナ
ル
仮
セ
ン
タ
ー
貸
し
出
し
の

窓
嫁
の
条
里
南
庁
舎
改
修
工
事
等
9
0
0
万

円
の
、
2
8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
5

号
）
　
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。


